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In this note, we study Cloud・Innovation. First, we use ordinary Innovation theory.
Secondly, we investigate Cloud・Innovation from a philosophical point of view. Lastly, we
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エベレット・ロジャーズはイノベーションの受け入れについて革新性に注目して受け入れる
人々を次に示す5通りに分類した。1
イノベータ
初期採用者
初期多数派
後期多数派
ラガード
イノベータは知識の獲得が中心であるが、初期採用者はイノベーションの応用や社会に及ぼす
影響を重視する。
また、ジェフリー・ムーアはイノベータと初期採用者が作る初期市場とそれ以後の主流市場（初
期多数派）の間には大きな裂け目（キャズム）が存在するとし、初期市場で成功した製品が主流
市場では成功しない理由を提出した。キャズムほどは大きくないが、イノベータと初期採用者の
間にも裂け目があるとした2。
ことばによるイノベーションも基本的にはこれらの理論で説明できる。大きな裂け目（キャズ
ム）に当たるのは、データを手許のコンピュータでなく、場所も分からないコンピュータに保存
して安全かという不安であるが、手許で保存する重要データとクラウドで保存する比較的重要度
の低いデータに二分すればこの不安はかなり解消でき、さらにプライベートクラウドの出現によ
り不安はほぼ解消された。したがってキャムズを乗り越え、クラウドはさらに普及した。
3．科学哲学的観点より
N.R.ハンソンは従来の科学観と異なる「理論負荷的」という概念を観察に導入した3。「ある人
が細菌を見た」というときには、ある視覚感覚を持ったということとその人が細菌がなんである
かを知っていえること、この2つの要素がなければ「細菌を見た」とはいえない。事前になんで
あるか知っているから見ることができる、すなわち観察は「理論負荷的」である。
この考え方をもとにして、ことばのイノベーションを考察する。まず、「クラウド」というこ
とば初めて聴いたり見たりしたとき、あるいは初めて説明を聞いたとき、当然事前には知り得な
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いし、また説明も抽象的にならざるを得ないので、自分の中にある情報通信技術の知識を通して
理解しようとする。しかしながら、情報通信技術分野はかなり広範囲に渡るので、各々が持つ専
門分野の知識を通して理解するように努める。実際、情報処理技術者試験の区分
レベル4 ITストラテジスト
システムアーキテクト
プロジェクトマネージャー
ネットワークスペシャリスト
データベーススペシャリスト
エンベテッドシステムスペシャリスト
情報セキュリティスペシャリスト
	ITサービスマネージャ

システム監査技術者
レベル3 応用情報技術者
レベル2 基本情報技術者
レベル1 ITパスポート
を見ても、レベル、専門の内容も多岐にわたり、これ以外にも
ITコーディネータ
などがあり、かなり細分化されている。ネットワークが専門の人はネットワークの観点から理解
するであろうし、データベースが専門の人はデータベースの観点から理解するであろう。ことば
の意味が具体的な事物をささず、漠然と状況をさすだけなので、いろいろな面から解釈される。
しかしながら、このような多面的な解釈があるので、いろいろな方面に発展してゆく可能性があ
る。
本来のクラウドの意味に最も近い「パブリック・クラウド」のほかに「プライベート・クラウ
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ド」、「ハイブリッド・クラウド」などが発展しているのは、このような事情によるところも大き
い。
4．言語学的観点より
ソシュールによれば、言語はシニフィアン（表現）とシニフィエ（内容）の2つの側面を持つ
とされる。そして、シニフィアンとシニフィエの結びつきは恣意性があるとされる4。この言語
の恣意性により、物事の秩序はことばによって作られたという結論が導ける。丸山はソシュール
の理論について
コトバは認識のあとにくるのではなく、コトバがあってはじめて事象が認識さ
れる、もしくはコトバと認識は同一現象である5
と述べており、また
一般的に、言語記号は言語外現実を指し示しているように思われるが、その指
し示している指向対象は、コトバによって創り出された現実である6
とも述べている。
ことばのイノベーションをソシュールの理論で捕らえると、「クラウド」という言葉が「クラ
ウド」を創りだしている、すなわち漠然とした状態を「クラウド」というコトバで統一的に認識
できるようになったということである。認識することができた後は、クラウドを使用し、さらに
発展させることも可能である。したがって「クラウド」というコトバにより「クラウド」が発展
していき、「クラウド」という語句自体がクラウド・イノベーションの要因の一つになっている。
ここでは「クラウド」というコトバがものの見方を変えたことになるが、このことは実験でも
確かめられている。今井は次のような実験を行った7。人がいろいろな動き方で歩いたり走った
りしているビデオを多数見てもらい、それぞれのビデオに「ずんずん」、「はやく」、「歩く」など
のコトバを個別にテロップで示す。このとき、画像を見ているときにいっしょに見たことばの種
類によって、脳の活動のしかたが異なることが判明した。この実験は言語が出来事の見方を変え
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るということを示している。
5．終わりに
本稿では、クラウドによるイノベーションを通常のイノベーション理論のほかに、「論理負荷
的」という科学哲学の概念やソシュールの言語学などで解析した。今後も情報通信技術の分野で
はあいまいな語句が出てくると思われるので、ここで行った解析も少しは意味を持つであろう。
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